
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第2 令和元年度(2019年度)下半期に 

おける補正予算の状況 
 

 

 

 

 

補正予算とは、当初予算の調製後に生じた事由に基づいて、既定の予

算に追加その他の変更を加えるものです。 

令和元年度（2019年度）下半期においては、11月と２月の定例会に

おいて、令和元年（2019年）12月 13日、令和２年（2020年）２月 26

日にそれぞれ補正予算案が議決されました。 

また、議会の議決すべき事件について、特に緊急を要するため議会を

招集する時間的余裕がないことが明らかであると認めるとき等の理由

で、知事が議決事件を処分することを専決処分といいますが、その要件

に当たる事件について、令和２年（2020年）２月28日、令和２年（2020

年）３月９日、18日、25日に専決処分を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

第 2 令和元年度（2019年度）下半期における補正予算の

状況 
 

  令和元年度（2019年度）の一般会計の最終予算額は、平成30年度（2018年度）と比較

しますと、297億62百万円、3.5％の減少となります。 

  なお、補正予算の歳入歳出の詳細は、付表4（48～50ページ）のとおりです。 

＜一般会計及び特別会計の各補正における予算規模及び最終予算額＞ 

         （単位：百万円） 

区分 
令和元年度9月 

補正後現計予算額 

11 月 

補正額 

２ 月 

補正額 

２ 月 

専決額 

一般会計 822,457  2,391  ▲7,197  2,504  

特別会計 337,850  30 2,598    

合計 1,160,308  2,421  ▲4,599  2,504  

 

区分 
３ 月 

専決額① 

３ 月 

専決額② 

３ 月 

専決額③ 

令和元年度 

最終予算額 

一般会計 2,527  533  243  823,459  

特別会計       340,478  

合計 2,527  533  243  1,163,937  

※ 各項目についての計数は、表示単位未満を四捨五入したものであり、その内訳は合計と合致し 

ない場合があります。 

 

1 一般会計 

①11月補正予算（2,391百万円） 

財源[国庫支出金183百万円、繰入金306百万円、繰越金1,787百万円、 

諸収入76百万円、県債40百万円] 

       

  ◇補正内容（冒頭提案分（1,754百万円）のうち主なもの） 

  （１）熊本地震への対応分                      ３００百万円 

     ・阿蘇くまもと空港創造的復興推進事業         ２５８百万円 

     ・市町村災害復旧指導監督事務費            ２８百万円 

 

 （２）大雨及び台風による災害への対応分            ３９０百万円 

     ・単県道路維持修繕費                   ２８７百万円 

     ・河川等災害関連事業費                    ２１百万円 

     ・現年港湾補助災害復旧費               １６百万円 
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  （３）その他                       １，０６４百万円 

     ・養豚農場野生動物侵入防護柵整備緊急支援事業     ３７７百万円 

     ・オリンピック・パラリンピックキャンプ誘致推進事業 ２２２百万円 

     

  ◇補正内容（追加提案分（638百万円）） 

     ・職員給与改定                            ６３８百万円 

 

②２月補正予算（▲7,197百万円） 

財源[県税等▲1,375百万円、分担金及び負担金495百万円、 

使用料及び手数料162百万円、国庫支出金1,133百万円、 

財産収入1,534百万円、寄附金479百万円、繰入金▲19,528百万円、 

繰越金8,635百万円、諸収入▲3,967百万円、県債5,233百万円] 

       

  ◇補正内容（主なもの） 

 （１）国の補正予算対応分               ２６，７５２百万円 

     ・道路施設保全改築費               ２，８９５百万円 

     ・地域道路改築費                 ２，７１７百万円 

     ・国直轄事業負担金（Ｒ57号北側復旧ルート等）    １，９５８百万円 

     ・農村地域防災減災事業               １，４１３百万円 

     ・県立学校ＩＣＴ環境整備事業           １，２１７百万円 

 

（２）通常分                     ▲３３，９４９百万円 

     ・団体営農地等災害復旧事業費           ３，７００百万円 

     ・文化財災害復旧事業                 ７０９百万円 

      ※その他、国庫内示減に伴う事業費減等の理由により、大幅な減額 

 

③２月補正予算（知事専決処分）（2,504百万円） 

財源[繰入金▲17百万円、諸収入2,500百万円、県債21百万円] 

       

  ◇補正内容 

 （１）新型コロナウイルス感染症対策           ２，５０４百万円 

     ・中小企業金融総合支援事業            ２，５０４百万円 

 

 （２）緊急自然災害防止対策事業債の対象事業拡充に伴う財源更正 
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④３月補正予算（知事専決処分）（2,527百万円） 

財源[繰入金27百万円、諸収入2,500百万円] 

       

  ◇補正内容 

 （１）新型コロナウイルス感染症対策           ２，５２７百万円 

     ・中小企業金融総合支援事業            ２，５０４百万円 

     ・農林漁業者向け金融支援事業              １９百万円 

     ・感染症予防事業                     ４百万円 

 

⑤３月補正予算（知事専決処分）（533百万円） 

財源[国庫支出金475百万円、繰入金58百万円] 

       

  ◇補正内容（主なもの） 

 （１）新型コロナウイルス感染症対策             ５３３百万円 

     ・生活福祉資金貸付                  ２７９百万円 

     ・特別支援学校等の臨時休業に伴う 

放課後等デイサービス利用料の支援          １０１百万円 

     ・各種施設における感染拡大防止策への支援        ６４百万円 

     ・入院受入れ医療機関の空床確保             ５４百万円 

 

⑥３月補正予算（知事専決処分）（243百万円） 

財源[国庫支出金146百万円、繰入金97百万円] 

       

  ◇補正内容 

 （１）新型コロナウイルス感染症対策             ２４３百万円 

     ・生活福祉資金貸付                  １４４百万円 

     ・中小企業等への相談支援体制の強化           ９４百万円 

     ・県立学校給食の衛生管理強化               ４百万円 

     ・医療機関の仮設外来設置支援               １百万円 

 

 

2 特別会計 

特別会計の最終予算は、下半期において、総額26億28百万円の増額補正をした結果、

3,404億78百万円となり、前年度に比べ71億57百万円、2.1％の減額となります。 

    なお、下半期における各特別会計の予算額は、付表5（51ページ）のとおりです。 
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